
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     虫歯がないのに歯がしみる「知覚過敏」 
寒い季節、水も冷たくなります。歯磨きの後のうがいに歯がしみるため水が使えずぬるま湯を使っている方も多

いと思います。虫歯が無いのに冷たい水や歯ブラシで擦るとしみるいわゆる「知覚過敏(ちかくかびん)」。けっ

こう多くの方が悩まされています。今回と次回にわたって、この厄介な「知覚過敏」の原因と治療法についてお

話したいと思います。 

 虫歯が無いのに歯がしみる「知覚過敏」を和らげる歯磨き剤のＴＶコマーシャルを見た事がある方も多いと思い

ます。ひらの歯科にも一日数人の方が知覚過敏を訴えて来院されます。この病気はいったん症状が出ると完全に

治すことが難しく、すっきりしない、患者さんにとっても歯医者にとってもこまった病気なのです。それでは、

なぜ虫歯じゃないのに歯がしみるのでしょうか？ その原因はおもに①歯ぎしり ②くいしばり ③強い力に 

よるブラッシング これらによる歯と歯肉へのダメージから起こります。 

 強いブラッシングは歯肉の退縮やエナメル質の摩耗を招き、歯ぎしりやくいしばりは、その強い力によって歯と 

 歯肉の境目に余計な負担をかけ、歯の表面に亀裂ができたり、歯肉が下がって歯根(歯の根っこ)を露出させてし

まいます。その結果、歯への少しの刺激でも象牙質を伝わって歯の神経(歯髄)を刺激し、しみる症状が出てしま

うのです。次回は治療法と予防法についてお話したいと思います。 
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